























































































































































































































































































































































































































































































































































































































sumple　number 5 5 5
gradient 4．36×lr3 一3．82×10－3 一3．53x10－3
standard　deviation　of
№窒≠р奄・獅 4．55×10－4 1．68×10　弓 5．00×10－5
intersect 1．02×10－2 8．06×10－3 7．18×10－3
standard　deviation　of
奄獅狽・窒唐・モ 3．84x10－4 L42×10－4 4．21×10『5
（4）改良深度（4／D）
　改良地度のS／1）と4／Dの関係をFig．12に示す。
図から，4／Dの増加に伴い，S／1）は減少しているが，
その傾向は次第にゆるやかになっている。
　これは，改良深度の増加に伴い，軟弱地盤層厚に対
する沈下量の割合は減少することを意味している。
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Fig．12　S／1）versus　4／1）relationship
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Fig．10　5／．Z）versus∂／B　relationship
（3）軟弱地盤層厚（1）／β）
　5／1）と1）／Bの関係をFig．11に示す。
　無処理（TYPE一①），二一置換（TYPE一②）と
もに，D／βの増加に伴い，　S／Dは直線的に減少する
が，D／．B＝2．2項目は一定値に漸近する。
　改良材地盤同様の傾向を示すが，（TYPE一③，④）
も勾配は有明粘土地盤，二二地盤に比べて小さい。
4．3　まとめ
　以上により，S／Z）とγ・〃／0，∂／B，　P／」B，4／Dの間
には，それぞれある関係式が存在することが考えられ
る。したがって，それぞれの関係式を導き，その相互
関係を検討することにより，改良材地盤による沈下予
測の推定式を求めることができると考えられる。
5　おわりに
　本報告で構築した沈下予測モデルは，概ね，各
TYPEの時間沈下量曲線，地表面変形を良好に予測
し得たが，改良材・深度1mのみ，沈下量を過小に評
価している。その原因として，改良材と現地盤の境界
面モデルのジョイントエレメントの物性評価の問題が
上げられる。この問題を解析することにより，軽量改
良地盤の合理的な設計法の確立を急ぎたい。
9．33
臼．02
ミ
の　　臼・臼1
臼
①no　subsロtudon
②heavy　weigh【Sub；吉磁論
γ〃。＝17
う／13＝75／55
4／1）＝1／14，　2／14
　　　　　　　　　　コロ　ココ
③1量ght　weight　subs丘加匪。n（1min　depth）
　曾∴こごご凱囎ぎ∴認ごご嘘ご訟ポごご越
1＠1igh止w・ig益t　s・b・ほ繊ti・・（2m　i・d・p山）
1．46 1．82　　　　 2．18
D／B
2．55
Fig．11　S／D　Versus　1）／B　relationship
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